
令和３年第２回玉野市教育委員会 会議録

１．開 会

２．前回会議録の承認

（１）令和３年第１回教育委員会会議（R3.1.26）の議決事項等について

教育長報告：令和２年１２月定例市議会一般質問概要について

議 事：「玉野市教育委員会会議傍聴人規則の一部改正について」ほか２件

協 議：なし

そ の 他：令和２年度第２回教育委員懇談会について ほか６件

（承認）

Ⅰ 期 日： 令和３年２月９日（火） 於：特別会議室

Ⅱ 開会時間： １５時００分

閉会時間： １５時５０分

Ⅲ 出席委員： 教育長 妹尾 均 教育長職務代理者 妹尾 恵美

委 員 太宰 実千代 委 員 加藤 正枝

委 員 野田 洋二

Ⅳ 欠席委員： なし

Ⅴ 出席者氏名： 教 育 次 長 藤原 敬一

教育総務課長 山内 祐樹 学校教育課長 住田 義広

就学前教育課長 牧野 真哉 社会教育課長 大塚 英一

（書 記） 清山 智保

Ⅵ 会議内容：



３．教育長の報告 なし

４．議 事

（１）議案第４号 玉野市スポーツ推進審議会委員の委嘱について

（社会教育課長） 資料により説明

（原案可決）

５．協 議 なし

６．その他

（１）図書館特別整理（曝書）に係る休館日について

（社会教育課長） 資料により説明

（２）義務教育学校試行説明会（東児地区）について

（学校教育課長） 資料により説明

２月８日に東児東児地区の義務教育学校試行のＰＴＡ役員・学

校運営協議会委員に対する説明会を開催した。参加者からの意

見は資料のとおりである。次年度以降もこのような説明会を開

催していきたいということを伝えている。

（妹尾委員） 「まだ具体的なことが決まっていないので、是非を判断しかね

る。」という意見があるが、具体的な案は示していないのか。

（学校教育課長） 事務局としては、想定される取り組みなどを説明したが、それ

だけでは不足しているということのようである。

（妹尾委員） 教職員に伝わっていないのに話を進めていることについての意

見がある。現場の先生の話を聞くことが大前提であると思うが、

今後話を聞くとかアンケートを取るなどはやるのか。

（学校教育課長） 試行予定の４校の教職員に対しての説明は行った。行政の仕組

み上、まず議会に説明して了解を得てから、学校現場に伝えな

いといけない。先に新聞に掲載されるなど、このようなタイミ

ングでの説明にならざるを得ず、現場の先生に対しては、その

部分について謝罪している。現場の声としては、大半の先生が

必要性を感じてくれている。一部ではあるが、反対している先



生もいる。

（妹尾委員） 反対する先生の声を拾うことも大切だと考える。積極的に話を

聞いてみる必要はあると思う。溝が埋まらないままになるので

はないか。別の不満があって、それが反対している原因になっ

ていたりすることもある。一つずつ解消していく姿勢も必要で

はないか。また、新聞に掲載される前に、一言知らせるといい

のではないか。一斉メールなどで伝達するなどの工夫をしたら

よいと思う。

（加藤委員） 誰のために、どんな目的で教育委員会が義務教育学校に移行し

ようと考えているかをきちんと説明して、誰の立場に立って聞

いてもらうかということを説明すればわかってもらえると思う。

地区から学校がなくなることは、どこの地区でも抵抗があるの

は当たり前である。少し時間はかかると思うが、子どもたちの

ためにやるんだということをわかってもらうように努力してい

く必要がある。

（学校教育課長） 今回の説明会では反対の意見が多かったが、これがスタートで

ある。今後、何回も説明をして理解を求めたいと考えている。

（加藤委員） 鉾立小の子どもたちが、もっと違った形での教育を受けること

ができる可能性やチャンスを奪っているかもしれないというこ

とに考えが向けば変わってくるかもしれないと思う。みんなで

よく考えて、自分たちの町を良くしていかないといけないと思

う。

（妹尾委員） 地域の人の気持ちとしては、複式学級になってから考えてもい

いのではないかというような思いがあるのではないか。後閑小

も複式になっているのに、鉾立小だけ義務教育学校にしようと

していると思われているので、そのあたりの説明をしていって

もらいたい。具体的な年度が入った資料を見ると、急激に移行

していくイメージを持ってしまっていると思われる。スケジュ

ールについても急激に変化するイメージを払拭できるような説

明をしてはどうかと考える。

（妹尾教育長） 説明会に参加している人には、すぐにでも義務教育学校になる

ように捉えられているようだ。試行の内容についても、もっと

柔軟に取り組めるということが伝わっていないようである。学

校からももっと発信してもらってもよいかもしれない。もう少

し柔軟な選択肢があるということをわかってもらう必要がある。

（学校教育課長） 説明会では、何回も「これは一例であり、学校が検討していく

中で変わっていく」ということを伝えている。そこの部分を理

解してもらうことが非常に難しかった。



（妹尾教育長） 今後も何度か会を開いて話をしていく。賛成の人もいると思う

ので、そういう方の声を拾っていくことも必要だと考える。根

気強く話をしていき、具体的、発展的な会になることを期待す

る。

（教育総務課長） 説明会の議事録は参加者の発言のままを記載しているが、事実

と異なる理解で発言されている部分もあることを申し添える。

「令和４年６月以降は５、６年生が通年で通うことになってい

る。」という発言があるが、このような説明はしていない。また、

「令和４年６月以降、鉾立小は４年生以下で学校運営をしてい

かなければならないと思うが・・」という発言についても、事

実と異なる。試行の段階でこのような状態になることはない。

次回、教育委員会定例会は令和３年２月２４日（水）１４：００から開催するので

参集願います。以上で、第２回教育委員会を閉会します。

会議録調製者 書 記 清山 智保

会議録署名委員 教育長 妹尾 均

〃 教育長職務代理者 妹尾 恵美


